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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技機を保持するとともに、その保持した遊技機を搬送開始位置から搬送終了位置まで
搬送する遊技機搬送機構と、
　前記遊技機の給電部に接続され、搬送中の前記遊技機に電源を供給する電源供給器と、
　前記電源供給器が前記遊技機の搬送方向に沿って移動可能なように該電源供給器を案内
する電源供給器用往路と、
　前記電源供給器が前記遊技機の搬送方向とは逆方向に移動可能なように該電源供給器を
案内する電源供給器用復路と、
　前記電源供給器が搭載される電源供給器搭載部をリフトによって上下方向に移動させる
ことにより、前記電源供給器用復路と前記電源供給器用往路との間で前記電源供給器の受
け渡しを行う受け渡し手段と
を備え、
　前記電源供給器用往路は、前記遊技機の搬送方向に沿って延びる電源供給用レールと、
前記電源供給用レールの内部において長手方向に沿って設けられた電源供給用レール側電
極と、滑動手段接触面とを備え、
　前記電源供給器は、前記電源供給用レール側電極に接触する電源供給器側電極と、前記
遊技機の前記給電部に接続される電源供給部と、前記滑動手段接触面上を滑動する滑動手
段とを備え、
　前記電源供給器は、前記電源供給部と前記給電部とが接続され、前記電源供給器側電極
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が前記電源供給用レール側電極に接触し、前記滑動手段が前記滑動手段接触面に支持され
た状態で、前記遊技機の搬送に伴って前記電源供給器用往路を移動しながら前記遊技機に
電源を供給しうるように構成され、
　前記電源供給器用復路は、前記電源供給部と前記給電部とが非接続の状態で前記電源供
給器が移動し、前記電源供給器を前記電源供給器用復路に沿って前記搬送開始位置側に動
力を用いて搬送する電源供給器搬送手段を有し、
　前記電源供給器搬送手段は、前記電源供給器を支持する支持部材と、前記支持部材を駆
動する駆動手段とを有し、
　前記電源供給器は、該電源供給器にて前記電源供給器側電極及び前記滑動手段とは別に
設けられた被支持部が前記支持部材に支持された状態で、前記電源供給器用復路を移動す
る
ことを特徴とする遊技機用搬送装置。
【請求項２】
　前記支持部材は、前記電源供給器用復路に沿って配設され、常時駆動する前記駆動手段
に連動して作動する無端可撓部材と、該無端可撓部材に軸部を介して回転可能に配設され
る複数のローラとから構成されており、
　前記電源供給器は、前記被支持部が前記複数のローラに接触して支持された状態で前記
電源供給器用復路を移動するようになっており、
　前記電源供給器用復路上で前記電源供給器を停止させる電源供給器停止手段により前記
電源供給器が停止したときに、前記複数のローラが回転して前記被支持部との間に生じる
摩擦を抑えるように構成されている
ことを特徴とする請求項１に記載の遊技機用搬送装置。
【請求項３】
　前記電源供給器用往路及び前記電源供給器用復路は、前記遊技機搬送機構に搬送されて
いる前記遊技機の上面よりも上方位置に配設されていることを特徴とする請求項１または
２に記載の遊技機用搬送装置。
【請求項４】
　前記電源供給用往路及び前記電源供給器用復路は水平に配設されていることを特徴とす
る請求項１乃至３のいずれか１項に記載の遊技機用搬送装置。
【請求項５】
　前記電源供給器用復路を移動してきた前記電源供給器を前記電源供給器用往路に受け渡
す際に、前記電源供給器用復路上で前記電源供給器を停止させて前記電源供給器の前記電
源供給器用往路への供給を調整する電源供給器停止手段を備えることを特徴とする請求項
１乃至４のいずれか１項に記載の遊技機用搬送装置。
【請求項６】
　遊技盤を保持するとともに、その保持した遊技盤を搬送開始位置から搬送終了位置まで
搬送する遊技盤搬送機構と、
　前記遊技盤の給電部に接続され、搬送中の前記遊技盤に電源を供給する電源供給器と、
　前記電源供給器が前記遊技盤の搬送方向に沿って移動可能なように該電源供給器を案内
する電源供給器用往路と、
　前記電源供給器が前記遊技盤の搬送方向とは逆方向に移動可能なように該電源供給器を
案内する電源供給器用復路と、
　前記電源供給器が搭載される電源供給器搭載部をリフトによって上下方向に移動させる
ことにより、前記電源供給器用復路と前記電源供給器用往路との間で前記電源供給器の受
け渡しを行う受け渡し手段と
を備え、
　前記電源供給器用往路は、前記遊技盤の搬送方向に沿って延びる電源供給用レールと、
前記電源供給用レールの内部において長手方向に沿って設けられた電源供給用レール側電
極と、滑動手段接触面とを備え、
　前記電源供給器は、前記電源供給用レール側電極に接触する電源供給器側電極と、前記
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遊技盤の前記給電部に接続される電源供給部と、前記滑動手段接触面上を滑動する滑動手
段とを備え、
　前記電源供給器は、前記遊技盤の搬送に伴って、前記電源供給部と前記給電部とが接続
された状態で前記電源供給器用往路を移動し、
　前記電源供給器用復路は、前記電源供給部と前記給電部とが非接続の状態で前記電源供
給器が移動し、前記電源供給器を前記電源供給器用復路に沿って前記搬送開始位置側に動
力を用いて搬送する電源供給器搬送手段を有し、
　前記電源供給器搬送手段は、前記電源供給器を支持する支持部材と、前記支持部材を駆
動する駆動手段とを有し、
　前記電源供給器は、該電源供給器にて前記電源供給器側電極及び前記滑動手段とは別に
設けられた被支持部が前記支持部材に支持された状態で、前記電源供給器用復路を移動す
る
ことを特徴とする遊技盤用搬送装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ機などに代表される遊技機またはその構成部品である遊技盤を検査
する際などに用いられる、遊技機または遊技盤を搬送するための遊技機用搬送装置及び遊
技盤用搬送装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ遊技機（遊技機）の製造工場では、遊技機を構成する各種部材の組み付けを製
造ラインごとに行うことにより、遊技機が製造されるようになっている。製造途中の遊技
機に対しては、製品として出荷される前に正常に動作するか否かの最終チェックが行われ
、最終チェックに合格した遊技機のみが出荷されることになる。この最終チェックでは、
電源を供給するための外部電源を遊技機に接続することで、ランプの点灯確認や各種スイ
ッチの検出確認などの様々な動作確認が行われる。なお、これらの動作確認を、遊技機が
搬送される流れ作業の中で常時電源を供給しながら行うことが、作業効率の面から好まし
いとされている。
【０００３】
　従来、遊技機の搬送中に電源を供給しながら動作確認をすることが可能な技術としては
、例えば特許文献１に記載された技術がある。この技術においては、複数の陽極端子を一
直線上に配置したベースフレームと、複数の陰極端子を一直線上に配置したベースフレー
ムとが互いに平行に配置されている。そして、これらのベースフレーム上には、複数の製
造作業台が移動可能に設けられている。製造作業台は、基本的に基台、回転台及び支持フ
レームを備えており、基台の裏側には、陽極接触板及び陰極接触板が互いに平行に設けら
れている。そして、陽極接触板は陽極端子に接触可能となっており、陰極接触板は陰極端
子に接触可能となっている。また、支持フレームには電源コンセントが設けられており、
電源コンセントは、電源コードなどを介して陽極接触板及び陰極接触板に電気的に接続さ
れている。即ち、製造作業台は電源供給器を兼ねている。よって、遊技機の電源プラグを
支持フレームの電源コンセントに差し込むことで、遊技機を搬送しながら遊技機に常時電
源を供給させることが可能になる。
【特許文献１】特開２００３－１０４１５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、電源コンセントは、遊技機を載置して搬送する製造作業台ごとに設けられてい
る。また、この種の製造作業台は遊技機を安定的に支持する必要があるため、一般には剛
性のある金属などの部材によって形成されている。それゆえ、大型でありかなり重量があ
る。よって、搬送終了位置に移動して遊技機の搬送が終了した製造作業台を人手によって
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搬送開始位置に戻す作業は、非常に煩わしいという問題がある。この問題を解決するため
に、何らかの装置によって製造作業台を搬送開始位置に戻すことが考えられるが、このよ
うな大きくて重い製造作業台を搬送するためには、大きな動力が必要となる。よって、設
備が大型化し、スペース的にもコスト的にも問題があった。
【０００５】
　本発明は上記の課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、搬送中の遊技機または
遊技盤に対する電源の供給を常時可能にしつつ、電源供給器を搬送開始位置側に戻す作業
を効率良く、確実に行うことができる遊技機用搬送装置及び遊技盤用搬送装置を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の課題を解決するために、請求項１に記載の発明は、遊技機を保持するとともに、
その保持した遊技機を搬送開始位置から搬送終了位置まで搬送する遊技機搬送機構と、前
記遊技機の給電部に接続され、搬送中の前記遊技機に電源を供給する電源供給器と、前記
電源供給器が前記遊技機の搬送方向に沿って移動可能なように該電源供給器を案内する電
源供給器用往路と、前記電源供給器が前記遊技機の搬送方向とは逆方向に移動可能なよう
に該電源供給器を案内する電源供給器用復路と、前記電源供給器が搭載される電源供給器
搭載部をリフトによって上下方向に移動させることにより、前記電源供給器用復路と前記
電源供給器用往路との間で前記電源供給器の受け渡しを行う受け渡し手段とを備え、前記
電源供給器用往路は、前記遊技機の搬送方向に沿って延びる電源供給用レールと、前記電
源供給用レールの内部において長手方向に沿って設けられた電源供給用レール側電極と、
滑動手段接触面とを備え、前記電源供給器は、前記電源供給用レール側電極に接触する電
源供給器側電極と、前記遊技機の前記給電部に接続される電源供給部と、前記滑動手段接
触面上を滑動する滑動手段とを備え、前記電源供給器は、前記電源供給部と前記給電部と
が接続され、前記電源供給器側電極が前記電源供給用レール側電極に接触し、前記滑動手
段が前記滑動手段接触面に支持された状態で、前記遊技機の搬送に伴って前記電源供給器
用往路を移動しながら前記遊技機に電源を供給しうるように構成され、前記電源供給器用
復路は、前記電源供給部と前記給電部とが非接続の状態で前記電源供給器が移動し、前記
電源供給器を前記電源供給器用復路に沿って前記搬送開始位置側に動力を用いて搬送する
電源供給器搬送手段を有し、前記電源供給器搬送手段は、前記電源供給器を支持する支持
部材と、前記支持部材を駆動する駆動手段とを有し、前記電源供給器は、該電源供給器に
て前記電源供給器側電極及び前記滑動手段とは別に設けられた被支持部が前記支持部材に
支持された状態で、前記電源供給器用復路を移動することを特徴とする遊技機用搬送装置
をその要旨とする。
【０００７】
　従って、請求項１に記載の発明によると、電源供給器が遊技機の給電部と接続され、こ
の状態で遊技機の搬送に伴って電源供給器用往路上を移動する。このため、搬送中の遊技
機に対する電源の供給が常時可能となる。また、受け渡し手段を介して電源供給器用復路
に導かれた電源供給器は、動力を用いた電源供給器搬送手段によって確実に搬送開始位置
側に搬送される。そのため、電源供給器が電源供給器用復路の途中で止まりにくくなり、
作業効率の低下を防止することができる。
【０００８】
　また、本発明の電源供給器は製造作業台の機能を有しておらず、電源供給器だけを単体
で扱いうるようになっているので、製造作業台が電源供給器の機構を兼ね備えた特許文献
１に記載の従来技術と比較して、電源供給器を小型かつ軽量にすることができる。ゆえに
、大きくて重い製造作業台を搬送開始位置に戻すための大きな動力が不要になり、電源供
給器を搬送開始位置側に戻す作業負担を軽減させることができる。従って、搬送中の遊技
機に対する電源の供給を常時可能にしつつ、電源供給器を搬送開始位置側に戻す作業を効
率良く、確実に行うことができる。
【０００９】
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　さらに、受け渡し手段を備えているため、電源供給器用復路に沿って動力を用いて搬送
開始位置側に搬送された電源供給器を電源供給器用往路側に受け渡すことができる。また
、電源供給器用往路上を移動して搬送終了位置側に案内された電源供給器を電源供給器用
復路側に受け渡すこともできる。よって、遊技機の搬送作業や電源供給器を搬送開始位置
側に戻す作業をよりいっそう効率良く行うことができる。
【００１０】
　ここで、「電源供給器」としては、電源供給器自身の内部に備えた電源を遊技機に供給
するものであってもよいし、外部から供給された電源を遊技機に供給するものであっても
よいが、後者のタイプであることが好ましい。このようにすれば、電源供給器の内部に電
源を生成する機能を備える必要がなくなることから電源供給器の小型化・軽量化が図られ
るため、電源供給器用往路に沿って電源供給器を移動させる場合の重量負担が軽減される
。また、大きな電源を与えやすくなる。
【００１１】
　なお、電源供給器用往路及び電源供給器用復路は、遊技機搬送機構よりも下方位置に設
けられていてもよいし、遊技機搬送機構と略同一の高さに設けられていてもよいが、遊技
機搬送機構に搬送されている遊技機の上面よりも上方位置に設けられることが好ましい。
【００１２】
　遊技機搬送機構は、例えば遊技機を水平方向に搬送する場合において、遊技機を一つの
直線に沿って同じ方向に搬送するものが挙げられるが、途中で折れ曲がる線に沿って遊技
機を搬送するものであってもよいし、一つの曲線に沿って遊技機を搬送するものであって
もよい。また、遊技機搬送機構は、搬送方向に沿って設けられている複数のローラが遊技
機の外枠の上下面に接触した状態で遊技機を自走させる構成であることが好ましく、例え
ば特許文献１に示される製造作業台のような構成を特に必要としないものであることが好
ましい。
【００１３】
　さらに、電源供給器用往路は、水平に配設され、かつ遊技機搬送機構に平行に配置され
ることが好ましい。これは、電源供給器用往路の搬送方向に沿って移動する電源供給器が
遊技機の給電部と接続した状態で移動する際に、電源供給器と遊技機搬送機構との距離が
一定であるほうがよいからである。よって、遊技機搬送機構が直線状に延びている場合に
は、電源供給器用往路も直線状に延びていることが好ましい。この場合には、電源供給器
用往路の距離が曲線状のものなどに比べて短くなるため、遊技機用搬送装置の設置スペー
スを小さくすることができる。
【００１４】
　同様に、電源供給器用復路も、水平に配設されることが好ましい。仮に、電源供給器の
搬送に動力を用いない場合には、電源供給器用復路を傾斜させることが考えられる。この
場合、微妙な傾斜角度の設定が必要になるが、本発明では電源供給器用復路が傾斜してい
ないため、このような問題は解消される。また、本発明では、傾斜させた場合に比べ、電
源供給器用復路の距離を短くすることができるため、遊技機用搬送装置の全長を短く設計
することができる。
【００１５】
　なお、電源供給器用復路は、電源供給器用往路よりも下方位置に設けられていてもよい
が、好ましくは、電源供給器用往路よりも上方位置に設けられていることがよい。
【００１６】
　ここで、「受け渡し手段」としては、ロボットアームなどによって電源供給器を持ち上
げて、電源供給器用復路から電源供給器用往路、または、電源供給器用往路から電源供給
器用復路に受け渡す手段などが挙げられる。また、電源供給器が搭載される電源供給器搭
載部を設け、電源供給器搭載部をリフトによって上下方向や左右方向に移動させて、電源
供給器用復路または電源供給器用往路に受け渡す手段などが挙げられる。
【００１７】
　「電源供給器搬送手段」としては、動力を用いて電源供給器を搬送開始位置側に搬送す
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るものであることがよく、請求項１に記載の発明では、前記電源供給器を支持する支持部
材と、前記支持部材を駆動する駆動手段とを有するものを用いている。
【００１８】
　なお、電源供給器搬送手段は、例えば、電源供給器に勢いをつける複数の付勢手段を電
源供給器用復路に所定間隔ごとに設け、電源供給器を、それらの付勢手段を用いて勢いを
つけながら搬送開始位置側に移動させるものや、電源供給器をロボットハンドで把持して
、搬送開始位置側に持っていくものなどであってもよい。また、リニアモータを利用して
電源供給器を搬送開始位置側に移動させるようにしたもの、即ち、電源供給器に磁石を取
り付けるとともに、電源供給器用復路上にコイルを所定間隔ごとに設け、各コイルを制御
することにより電源供給器を搬送開始位置側に移動させるようにしたものなどであっても
よい。
【００２０】
　また、請求項１に記載の発明によると、電源供給器が支持部材によって支持されるため
、電源供給器は、電源供給器用復路上を支持部材によって支持されながら駆動手段によっ
て移動する。よって、電源供給器を搬送開始位置側に戻す作業をより確実に行うことがで
きる。
【００２１】
　「支持部材」としては、電源供給器用復路に所定間隔を隔てて回転可能に設けられ、電
源供給器が載置される複数のローラなどが挙げられるが、駆動手段により回転可能に設け
られた駆動ローラや、駆動手段によらず自由に回転する複数のローラに巻回され、前記電
源供給器を支持する無端可撓部材であることが好ましい。
【００２２】
　また、「駆動手段」としては、電気的な回転駆動手段であることが好ましく、例えば、
モータなどのアクチュエータが挙げられる。
【００２３】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または２において、前記電源供給器用往路及び前記
電源供給器用復路は、前記遊技機搬送機構に搬送されている前記遊技機の上面よりも上方
位置に配設されていることをその要旨とする。
【００２４】
　従って、請求項３に記載の発明によると、工具や遊技球などの落下による電源供給器の
破損といった心配もない。また、電源供給器が作業者の邪魔にならないので作業効率を向
上させることができる。
【００２５】
　なお、電源供給器用往路及び電源供給器用復路は、遊技機搬送機構の直上位置に設けら
れていてもよいが、直上位置から横方向（作業者の作業する作業スペースから見れば奥側
方向）にずれた位置に設けられることが好ましい。このようにすれば、電源供給器用往路
及び電源供給器用復路が遊技機搬送機構からより離れた位置に設けられるため、電源供給
器用往路及び電源供給器用復路の遊技機への接触をよりいっそう防止できる。また、電源
供給器用往路を移動する電源供給器に接続される遊技機の電源プラグ（給電部）が作業者
から遠い位置にあるので、電源プラグが邪魔にならず、作業効率をよりいっそう向上させ
ることができる。
【００２６】
　ここで、電源供給器用往路は、少なくとも遊技機の電源プラグが電源供給器用往路にあ
る電源供給器と接続することができる範囲に配設されていればよい。
【００２７】
　請求項４に記載の発明は、請求項１乃至３のいずれか１項において、前記電源供給器用
往路及び前記電源供給器用復路は水平に配設されていることをその要旨とする。
【００２８】
　例えば、電源供給器用復路を傾斜させて移動させる機構を採用した場合には、遊技機用
搬送装置の遊技機搬送機構の全長を長くすると、それに伴って遊技機用搬送装置全体が高
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くなってしまうという問題がある。しかし、請求項４に記載の発明によると、電源供給器
用往路及び電源供給器用復路が水平に配設されているので、遊技機用搬送装置の高さを抑
えつつ、遊技機搬送機構の全長を長く設定することができる。また、電源供給器用復路が
水平に配設されていても、動力を用いて電源供給器を確実に搬送開始位置側まで移動させ
ることができる。
【００２９】
　請求項５に記載の発明は、請求項１乃至４のいずれか１項において、前記電源供給器用
復路を移動してきた前記電源供給器を前記電源供給器用往路に受け渡す際に、前記電源供
給器用復路上で前記電源供給器を停止させて前記電源供給器の前記電源供給器用往路への
供給を調整する電源供給器停止手段を備えることをその要旨とする。
【００３０】
　従って、請求項５に記載の発明によると、電源供給器用復路を移動してきた電源供給器
が電源供給器用往路に移動するのを、電源供給器停止手段によって調整することができる
。このため、電源供給器が電源供給器用往路の始端に供給過剰となることを防止できる。
また、受け渡し手段が電源供給器用往路側に移動している場合に、電源供給器用復路を移
動してきた電源供給器がそのまま落下してしまうことを防止できる。そのため、遊技機の
搬送作業を効率良く行うことができる。
【００３１】
　ここで、電源供給器停止手段の好適な例としては、電源供給器用復路の所定位置に配設
され、電源供給器をストッパ部材により一旦停止させることができるものなどが挙げられ
る。電源供給器停止手段は、電源供給器用往路で待機している電源供給器を検出する往路
側検出手段（電源供給器用往路センサ）と、受け渡し手段へ電源供給器を案内する送り出
し装置と、受け渡し手段の位置を検出する受け渡し手段用検出手段と、電源供給器用復路
のストッパ部材により一旦停止している電源供給器の有無を検出するストッパ部材側検出
手段とを含むものであることが好ましい。
【００３３】
　さらに、請求項１に記載の発明によると、電源供給用レールの内部における長手方向に
沿って電源供給用レール側電極及び滑動手段接触面が設けられている。これにより、電源
供給用レールから遊技機の搬送に伴って移動する電源供給器に対して常に電源を供給する
ことができるとともに、電源供給器をスムーズに移動させることができる。
【００３４】
　また、電源供給用レールの内部に電源供給用レール側電極が設けられていることから、
電源供給用レール内への埃の侵入を抑えることができるため、電源供給用レール側電極に
埃が付着することに起因するショートを防止することができる。
【００３５】
　ここで、「滑動手段」としては特に限定されず任意のものを使用できるが、その例を挙
げると、ローラやボールなどがある。
【００３７】
　また、請求項１に記載の発明によると、電源供給器が電源供給器用復路を移動する際に
、電源供給器側電極や滑動手段が支持部材に接触するのではなく、被支持部が支持部材に
支持された状態で移動するため、電源供給器側電極及び滑動手段が磨耗しにくくなる。し
かも、電源供給器が電源供給器用往路を移動する際に、滑動手段が滑動することから、摩
擦が少なくなるため、滑動手段がよりいっそう磨耗しにくくなる。ゆえに、頻繁なメイン
テナンスが不要となり、遊技機用搬送装置のランニングコストの低減を図ることができる
。
【００３８】
　請求項２に記載の発明は、請求項１において、前記支持部材は、前記電源供給器用復路
に沿って配設され、常時駆動する前記駆動手段に連動して作動する無端可撓部材と、該無
端可撓部材に軸部を介して回転可能に配設される複数のローラとから構成されており、前
記電源供給器は、前記被支持部が前記複数のローラに接触して支持された状態で前記電源
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供給器用復路を移動するようになっており、前記電源供給器用復路上で前記電源供給器を
停止させる電源供給器停止手段により前記電源供給器が停止したときに、前記複数のロー
ラが回転して前記被支持部との間に生じる摩擦を抑えるように構成されていることをその
要旨とする。
【００３９】
　従って、請求項２に記載の発明によると、支持部材は、電源供給器用復路に沿って配設
される無端可撓部材と、軸部を介して回転可能に配設される複数のローラとから構成され
ており、電源供給器用復路を移動する電源供給器が電源供給器停止手段によって停止した
ときに、複数のローラが被支持部の下側で回転するように構成されるため、支持部材と複
数のローラとの接触面が殆ど磨耗しなくなる。ゆえに、頻繁なメインテナンスが不要とな
り、遊技機用搬送装置のランニングコストの低減を図ることができる。
【００４０】
　請求項６に記載の発明は、遊技盤を保持するとともに、その保持した遊技盤を搬送開始
位置から搬送終了位置まで搬送する遊技盤搬送機構と、前記遊技盤の給電部に接続され、
搬送中の前記遊技盤に電源を供給する電源供給器と、前記電源供給器が前記遊技盤の搬送
方向に沿って移動可能なように該電源供給器を案内する電源供給器用往路と、前記電源供
給器が前記遊技盤の搬送方向とは逆方向に移動可能なように該電源供給器を案内する電源
供給器用復路と、前記電源供給器が搭載される電源供給器搭載部をリフトによって上下方
向に移動させることにより、前記電源供給器用復路と前記電源供給器用往路との間で前記
電源供給器の受け渡しを行う受け渡し手段とを備え、前記電源供給器用往路は、前記遊技
盤の搬送方向に沿って延びる電源供給用レールと、前記電源供給用レールの内部において
長手方向に沿って設けられた電源供給用レール側電極と、滑動手段接触面とを備え、前記
電源供給器は、前記電源供給用レール側電極に接触する電源供給器側電極と、前記遊技盤
の前記給電部に接続される電源供給部と、前記滑動手段接触面上を滑動する滑動手段とを
備え、前記電源供給器は、前記遊技盤の搬送に伴って、前記電源供給部と前記給電部とが
接続された状態で前記電源供給器用往路を移動し、前記電源供給器用復路は、前記電源供
給部と前記給電部とが非接続の状態で前記電源供給器が移動し、前記電源供給器を前記電
源供給器用復路に沿って前記搬送開始位置側に動力を用いて搬送する電源供給器搬送手段
を有し、前記電源供給器搬送手段は、前記電源供給器を支持する支持部材と、前記支持部
材を駆動する駆動手段とを有し、前記電源供給器は、該電源供給器にて前記電源供給器側
電極及び前記滑動手段とは別に設けられた被支持部が前記支持部材に支持された状態で、
前記電源供給器用復路を移動することを特徴とする遊技盤用搬送装置をその要旨とする。
【００４１】
　従って、請求項６に記載の発明によると、電源供給器が遊技盤の給電部と接続され、こ
の状態で遊技盤の搬送に伴って電源供給器用往路上を移動する。このため、搬送中の遊技
盤に対する電源の供給が常時可能となる。また、受け渡し手段を介して電源供給器用復路
に導かれた電源供給器は、動力を用いた電源供給器搬送手段によって確実に搬送開始位置
側に搬送される。そのため、電源供給器が電源供給器用復路の途中で止まりにくくなり、
作業効率の低下を防止することができる。
【００４２】
　また、本発明の電源供給器は製造作業台の機能を有しておらず、電源供給器だけを単体
で扱いうるようになっているので、製造作業台が電源供給器の機構を兼ね備えた特許文献
１に記載の従来技術と比較して、電源供給器を小型かつ軽量にすることができる。ゆえに
、大きくて重い製造作業台を搬送開始位置に戻すための大きな動力が不要になり、電源供
給器を搬送開始位置側に戻す作業負担を軽減させることができる。従って、搬送中の遊技
盤に対する電源の供給を常時可能にしつつ、電源供給器を搬送開始位置側に戻す作業を効
率良く、確実に行うことができる。
【００４３】
　さらに、受け渡し手段を備えているため、電源供給器用復路に沿って動力を用いて搬送
開始位置側に搬送された電源供給器を電源供給器用往路側に受け渡すことができる。また
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、電源供給器用往路上を移動して搬送終了位置側に案内された電源供給器を電源供給器用
復路側に受け渡すこともできる。よって、遊技盤の搬送作業や電源供給器を搬送開始位置
側に戻す作業をよりいっそう効率良く行うことができる。
【発明の効果】
【００４４】
　以上詳述したように、請求項１～６に記載の発明によれば、動作確認時における搬送中
の遊技機または遊技盤に対する電源の供給を常時可能にしつつ、動作確認を終えた電源供
給器を搬送開始位置側に戻す作業を効率良く、確実に行うことができる。
【００４５】
　特に、請求項２に記載の発明によれば、電源供給器の支持部材との接触面が殆ど磨耗し
なくなる。ゆえに、頻繁なメインテナンスが不要となり、遊技機用搬送装置のランニング
コストの低減を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４６】
　以下、本発明をパチンコ遊技機（以下、「パチンコ機」という）の機能検査を行う際に
用いられる遊技機検査装置として具体化した一実施形態を図１～図１１に基づき説明する
。
【００４７】
　図１にはパチンコ機１０の側面が略示され、図３にはパチンコ機１０の機表側が略示さ
れている。パチンコ機１０は、互いに平行な辺を２対有しており、矩形状の外形をなして
いる。機体の外郭をなす外枠１１の開口前面側には、各種の遊技機用構成部材をセットす
る縦長方形の中枠１２が開閉及び着脱自在に組み付けられている。また、中枠１２の前面
側には、機内部に配置された遊技盤を透視保護するためのガラス枠を備えたガラス保持枠
１４と、上球皿１５ａを有する上皿ユニット１５とが、ともに横開き状態で開閉可能に組
み付けられている。
【００４８】
　前記ガラス保持枠１４の上部前面には、パチンコ機１０の各種遊技の演出態様（大当り
、リーチなど）に応じて点灯（点滅）・消灯などの発光装飾を行うトップランプ１６が前
面側に向けて突出している。このトップランプ１６は、図示しない発光体（ＬＥＤなど）
を備え、同発光体にレンズ部材を覆い被せて構成されている。また、中枠１２の下部には
、操作手段１９などを有する下皿ユニット２０が装着されている。さらに、図３に示され
るように、パチンコ機１０の裏側の電源基板付近からは、電源コード２２（給電部）及び
電源プラグ２１（給電部）が延びている。
【００４９】
　図２のフローチャートに示されるように、こうしたパチンコ機１０は、遊技盤工程Ｓ１
→中枠工程Ｓ２→最終工程Ｓ３の順序で製造される。なお、このフローチャートは、製造
工場でのパチンコ機１０の製造工程の概略を示している。
【００５０】
　遊技盤工程Ｓ１では、遊技盤の製造が行われる。詳しくは、この遊技盤工程Ｓ１では、
自動セル貼り、多軸穴加工、ゲージプレス、ＮＣルータ加工などの処理が行われるベニヤ
加工工程や、ＮＣ釘打ち、自動レール締め、ＮＣ風車打ち、コーナ飾り、役物物品挿入、
自動ビス締め、配線、表示基板取付などの処理が行われる。
【００５１】
　中枠工程Ｓ２では、第１組付工程Ｓ２－１→ビス締め工程Ｓ２－２→第２組付工程Ｓ２
－３→ビス締め工程Ｓ２－４→他種部品の組付工程Ｓ２－５の順で作業が行われる。詳し
くは、第１組付工程Ｓ２－１では中枠１２に対する下皿ユニット２０の仮固定作業及び上
皿ユニット１５の取付作業が行われ、ビス締め工程Ｓ２－２では下皿ユニット２０のビス
締め作業が行われる。そして、第２組付工程Ｓ２－３では中枠１２に対するガラス保持枠
１４の取付作業及び遊技盤の合体作業が行われ、続くビス締め工程Ｓ２－４ではそれら各
部品のビス締め作業が行われる。その後、他種部品の組付工程Ｓ２－５では、それぞれ図
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示しない打球発射装置、セット盤、音声基板などの各種部品の組付作業が行われる。
【００５２】
　最終工程Ｓ３では、外枠１１、それぞれ図示しない電源基板、払い出し基板、メイン基
板などの組付作業や、ロット登録、各種番号（保証書番号、管理番号など）の付与などが
行われる。
【００５３】
　ところで、前記最終工程Ｓ３においては、図３に示される遊技機検査装置３１（遊技機
用搬送装置）にパチンコ機１０を搭載した状態で、同パチンコ機１０に対する機能検査が
行われる。そこで、以下、最終工程Ｓ３に用いられる遊技機検査装置３１について説明す
る。
【００５４】
　図３に示されるように、遊技機検査装置３１は、パチンコ機１０を複数台同時に並べて
支持可能な長さを有しており、数ｍ～十数ｍの全長を有している。また、遊技機検査装置
３１は、パチンコ機１０を保持して矢印Ｆ１方向（即ち搬送方向）に沿って搬送する水平
搬送機構３２（遊技機搬送機構）を備えている。水平搬送機構３２は、パチンコ機１０を
搬送開始位置（図３において水平搬送機構３２の右端）から搬送終了位置（図３において
水平搬送機構３２の左端）まで搬送するようになっている。そして、パチンコ機１０を水
平方向に搬送する過程では、パチンコ機１０に対する機能検査が行われる。なお、この機
能検査では、例えば、パチンコ機１０の電源を投入した状態で作業者が入賞口に遊技球を
入賞させたときに、正常に遊技球の払い出しが行われるか否かが検査される。また、ラン
プが正常に発光しているか否かなども検査される。
【００５５】
　図３，図４に示されるように、水平搬送機構３２はベースフレーム３４を備えている。
このベースフレーム３４の高さは、水平搬送機構３２に搭載されたパチンコ機１０が作業
者の腰から胸の間に位置するような高さに設定されている。また、水平搬送機構３２の前
面側は作業スペースＳ１となっている。パチンコ機１０は、前面が作業スペースＳ１側を
向いた状態で搬送可能となっている。
【００５６】
　図３，図４に示されるように、ベースフレーム３４上には、コンベア支持部４４ｂによ
って支持される遊技機搬送用ローラコンベア４４と、コンベア支持部４４ｂとは別のコン
ベア支持部によって支持される遊技機検査用ローラコンベア（図示略）とが設けられてい
る。遊技機検査用ローラコンベアは、コンベア支持部を中心として回転可能になっている
。この遊技機検査用ローラコンベアを作業スペースＳ１で作業する作業者が回転させるこ
とにより、同遊技機検査用ローラコンベアに載置されたパチンコ機１０の前側及び後側の
機能検査が行われる。
【００５７】
　また、遊技機搬送用ローラコンベア４４及び遊技機検査用ローラコンベアには、複数の
下側ローラ６１が所定間隔を隔てて回転可能に配設されている。各下側ローラ６１からな
る下側ローラ６１群は、パチンコ機１０の搬送方向に沿って一直線上に配置されている。
これら下側ローラ６１は、回転軸がパチンコ機１０の搬送方向に直交するように配置され
ている。また、各下側ローラ６１の回転軸方向の寸法は、パチンコ機１０の底面１０ａ（
図４参照）の前後方向の寸法よりも若干大きくなるように設定されている。隣り合う下側
ローラ６１の間隔は、パチンコ機１０の底面１０ａの搬送方向の寸法よりも短く、５～１
５ｃｍ程度に設定されている。そして、各下側ローラ６１は、水平搬送機構３２にパチン
コ機１０が搭載された際に、パチンコ機１０の底面１０ａに接触するようになっている。
換言すると、パチンコ機１０は各下側ローラ６１上に載置可能になっている。そして、各
下側ローラ６１は、パチンコ機１０の搬送時に回転軸を中心として回転して同パチンコ機
１０のスムーズな移動を促すようになっている。なお、各下側ローラ６１の両端部には、
下側ローラ６１の中心部分よりも直径が大きいガイド部６１ａ（図４参照）が形成されて
いる。これにより、パチンコ機１０の下端部が両ガイド部６１ａの間に位置することとな
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るため、下側ローラ６１上からのパチンコ機１０のはみ出しや脱落を防止することができ
る。
【００５８】
　一方、図３，図４に示されるように、水平搬送機構３２は、搬送方向に延びるレール４
７を備えている。レール４７は、図示しない支持柱を介して前記ベースフレーム３４に固
定されている。レール４７の溝部には、複数の上側ローラ６２が所定間隔を隔てて回転可
能に配設されている。各上側ローラ６２からなる上側ローラ６２群は、前記下側ローラ６
１群に対して平行でかつ対向するように設けられており、パチンコ機１０の搬送方向に沿
って一直線上に配置されている。また、各上側ローラ６２の回転軸方向の寸法は、パチン
コ機１０の上面１０ｂ（図４参照）の前後方向の寸法よりも若干大きくなるように設定さ
れている。隣り合う上側ローラ６２の間隔は、パチンコ機１０の上面１０ｂの搬送方向の
寸法よりも短く、５～１５ｃｍ程度に設定されている。各上側ローラ６２は、回転軸がパ
チンコ機１０の搬送方向に直交するように配置されている。そして、各上側ローラ６２は
、水平搬送機構３２にパチンコ機１０が搭載された際に、パチンコ機１０の上面１０ｂに
接触するようになっている。これにより、各上側ローラ６２がパチンコ機１０の搬送時に
回転軸を中心として回転して同パチンコ機１０のスムーズな移動が促される。
【００５９】
　従って、こうした水平搬送機構３２に搭載されたパチンコ機１０は、底面１０ａが下側
ローラ６１によって支持されるとともに、上面１０ｂが上側ローラ６２によって支持され
る。このため、下側ローラ６１及び上側ローラ６２によってパチンコ機１０が保持された
状態となる。そして、作業者がパチンコ機１０を手で押し出すことによって下側ローラ６
１及び上側ローラ６２が回転すると、パチンコ機１０は、レール４７に沿って図３の矢印
Ｆ１方向（即ち搬送方向）に搬送される。そして、パチンコ機１０の搬送途中で、パチン
コ機１０に対する機能検査が行われる。
【００６０】
　図３に示されるように、遊技機検査装置３１は、搬送中のパチンコ機１０に常時電源を
供給するための電源供給器５１を複数台備えている。また、遊技機検査装置３１は、電源
供給器５１が移動する電源供給器用往路８１及び電源供給器用復路８２を備えている。電
源供給器用往路８１及び電源供給器用復路８２は、水平搬送機構３２に搬送されているパ
チンコ機１０の上面１０ｂよりも上方位置において水平に配設されている。電源供給器用
往路８１は、前記上側ローラ６２群に対して平行に設けられ、かつ上側ローラ６２群の後
方側（即ち、作業者スペースＳ１より奥側）に配置されている（図４参照）。電源供給器
用往路８１は、電源供給器５１がパチンコ機１０の搬送方向と同一方向に移動可能となる
ように電源供給器５１を案内するためのものである。なお、電源供給器５１は、パチンコ
機１０の搬送に伴い、パチンコ機１０の前記電源プラグ２１に接続された状態で電源供給
器用往路８１に沿って移動するようになっている。また、電源供給器用復路８２は、電源
供給器用往路８１に対して平行に設けられ、かつ電源供給器用往路８１よりも上方位置に
配設されている。電源供給器用復路８２は、電源供給器５１がパチンコ機１０の搬送方向
とは逆方向に移動可能となるように電源供給器５１を案内するためのものである。従って
、本実施形態では、電源供給器用往路８１、電源供給器用復路８２、後述する受け渡し手
段８４ａ，８４ｂにより、電源供給器５１が一方向に循環移動するようになる。これによ
り、電源供給器５１が繰り返し使用可能となる。なお、電源供給器５１は、電源プラグ２
１と非接続の状態で電源供給器用復路８２に沿って移動するようになっている。
【００６１】
　図３～図６に示されるように、電源供給器用往路８１は、パチンコ機１０の搬送方向に
沿って一直線上に延びる電源供給用レール９１を備えている。電源供給用レール９１は、
図示しない往路用支持柱を介して前記ベースフレーム３４に固定されている。図６に示さ
れるように、電源供給用レール９１は、断面コ字状をなし、搬送開始位置側、搬送終了位
置側及び下方にて開放されるレール本体９４を備えている。レール本体９４の両下端部に
は、延出部９５がそれぞれ内方にかつ水平に延出されている。延出部９５の上面は、後述



(12) JP 4302580 B2 2009.7.29

10

20

30

40

50

する電源供給器５１の移動ローラ５４が接触する滑動手段接触面９３となっている。その
ため、延出部９５は、電源供給器用往路８１に沿って移動する電源供給器５１を下方から
支持するようになっている。また、レール本体９４内の上側部には、電源供給用レール９
１の長手方向に沿って延びる２本の電源供給用レール側電極９２が設けられている。各電
源供給用レール側電極９２は、絶縁部材９２ａを介して電源供給用レール９１に取り付け
られている。
【００６２】
　図５に示されるように、電源供給器用往路８１における搬送開始位置側（始端側）には
、戻り防止部材９７が配設されている。戻り防止部材９７は、電源供給用レール９１から
下方に延びる支持片９７ａに対して回動軸部９７ｂを介して回動可能に固定されている。
よって、戻り防止部材９７は、電源供給器５１の通過時に電源供給器５１に押圧されて時
計回り方向に９０°回動する（図５では破線にて図示）。このため、戻り防止部材９７は
、電源供給器５１の搬送終了位置側への移動を許容する。また、戻り防止部材９７はバネ
（図示略）を備えている。このバネは、戻り防止部材９７を反時計回り方向に付勢するよ
うになっている。これにより、戻り防止部材９７は、電源供給器５１の通過後にバネに付
勢されて反時計回り方向に９０°回動し、元の定位置（図５では実線にて図示）に復帰す
る。さらに、支持片９７ａには、戻り防止部材９７が定位置から反時計回り方向に回動す
るのを阻止する回動阻止部材９７ｃが設けられている。これにより、後述する連絡レール
９６ａから送り出された電源供給器５１は、戻り防止部材９７を通過後、回動阻止部材９
７ｃによって逆方向への移動が規制されるため、連絡レール９６ａ側に戻ることが防止さ
れる。
【００６３】
　図５，図６，図７，図８に示されるように、電源供給器５１は、略矩形板状をなす供給
器本体５７を備えており、供給器本体５７の上側にはローラ支持部５８が形成されている
。ローラ支持部５８には、４個の移動ローラ５４（滑動手段）が回転可能に取り付けられ
ている。各移動ローラ５４は、電源供給器５１が電源供給器用往路８１に沿って移動する
際に、前記電源供給用レール９１内の前記滑動手段接触面９３に支持され、その上を滑動
するようになっている。これにより、各移動ローラ５４が電源供給器５１の移動時に回転
軸を中心として回転して同電源供給器５１のスムーズな移動が促される。
【００６４】
　また、ローラ支持部５８の上側には電極支持部５９が形成されており、電極支持部５９
には４個の電源供給器側電極５３が取り付けられている。電源供給器側電極５３は、前記
電源供給用レール側電極９２に接触して、外部電源（２４Ｖの交流電源）を電源コンセン
ト５２に供給するためのものである。また、供給器本体５７の下側には、被支持板５５（
被支持部）が形成されている。被支持板５５の両端部、即ち、電源供給器５１の移動方向
における前部及び後部には、それぞれ弾性部材５６が配置されている。弾性部材５６は、
別の電源供給器５１との衝突による電源供給器５１の破損を防止するためのものである。
また、被支持板５５の下側には、電源コード６０を介して電源コンセント５２が吊り下げ
られている。電源コンセント５２は、電源コード６０と、電源供給器５１の内部を通る接
続線（図示略）とを介して電源供給器側電極５３に電気的に接続されている。また、電源
コンセント５２には、前記パチンコ機１０の前記電源プラグ２１が差し込まれるようにな
っている。これにより、電源供給器５１は、電源供給器用往路８１に沿って移動しながら
パチンコ機１０に電源を供給しうるようになる。
【００６５】
　図３に示されるように、前記電源供給器用復路８２の前記搬送開始位置側（終端側）に
は、電源供給器５１を電源供給器用復路８２から電源供給器用往路８１に受け渡す受け渡
し手段８４ａが設けられている。また、電源供給器用復路８２の前記搬送終了位置側（始
端側）には、電源供給器５１を電源供給器用往路８１から電源供給器用復路８２に受け渡
す受け渡し手段８４ｂが設けられている。受け渡し手段８４ａ，８４ｂは、互いに略同一
の構成をなしている。
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【００６６】
　受け渡し手段８４ａ，８４ｂは、電源供給器５１を１台ずつ搭載可能な連絡レール９６
ａ，９６ｂ（電源供給器搭載部）をそれぞれ備えている。連絡レール９６ａ，９６ｂは、
上下方向に沿って延びるガイドレール１００ａ，１００ｂに取り付けられており、上下動
可能になっている。受け渡し手段８４ａの連絡レール９６ａは、電源供給器用復路８２の
終端と電源供給器用往路８１の始端との間を往復動（昇降）するように構成され、受け渡
し手段８４ｂの連絡レール９６ｂは、電源供給器用往路８１の終端と電源供給器用復路８
２の始端との間を昇降するように構成されている。なお、受け渡し手段８４ａのガイドレ
ール１００ａは、前記ベースフレーム３４において搬送開始位置側に突設された支持柱３
５の上端部に設けられ、受け渡し手段８４ｂのガイドレール１００ｂは、ベースフレーム
３４において搬送終了位置側に設けられた支持柱３６の上端部に設けられている。
【００６７】
　図３に示されるように、支持柱３５には送出器９０ａが取り付けられている。送出器９
０ａは、電源供給器用往路８１と略同一の高さに配置され、連絡レール９６ａから電源供
給器用往路８１の始端に電源供給器５１を送り出すようになっている。同様に、支持柱３
６には送出器９０ｂが取り付けられている。送出器９０ｂは、電源供給器用復路８２と略
同一の高さに配置され、連絡レール９６ｂから電源供給器用復路８２の始端に電源供給器
５１を送り出すようになっている。なお、本実施形態の送出器９０ａ，９０ｂはエアシリ
ンダであり、ロッドを突出させて電源供給器５１を打ち出すようになっている。
【００６８】
　図３，図４，図９～図１１に示されるように、電源供給器用復路８２は、電源供給器５
１を案内するための一対の案内レール８２ａを備えている。両案内レール８２ａ間には、
電源供給器５１の前記電源コード６０及び前記電源コンセント５２が位置するようになっ
ている。このため、電源コード６０及び電源コンセント５２の案内レール８２ａへの干渉
が防止される。また、両案内レール８２ａの上端内側部には、それぞれガイド段部６５（
図９～図１１参照）が形成されている。
【００６９】
　また、電源供給器用復路８２は、電源供給器５１を搬送開始位置側（電源供給器用復路
８２における終端側）に動力を用いて搬送する電源供給器搬送手段８３を有している。電
源供給器搬送手段８３は、電源供給器５１を支持する無端状のチェーンベルト８５（支持
部材）と、チェーンベルト８５を駆動する駆動手段としてのモータ（図示略）とを有して
いる。チェーンベルト８５は、各案内レール８２ａの両端にそれぞれ設けられた駆動ギヤ
と従動ギヤとの間に巻回されており、電源供給器用復路８２に沿って配設されている。駆
動ギヤは、モータによって常時駆動されるようになっている。チェーンベルト８５は、駆
動ギヤに連動するチェーン部８７（無端可撓部材）と、同チェーン部８７に軸部８８（図
１１参照）を介して回転可能に配設される複数のローラ８９とから構成されている。なお
、電源供給器５１は、前記電源供給器側電極５３及び前記移動ローラ５４とは別々に設け
られた被支持板５５が複数のローラ８９に接触して支持された状態で、電源供給器用復路
８２に沿って移動する。また、被支持板５５が各案内レール８２ａに設けられた両ガイド
段部６５の間に案内されることにより、電源供給器用復路８２上からの電源供給器５１の
ズレや脱落が防止される。
【００７０】
　図３，図９に示されるように、電源供給器用復路８２の始端及び終端の下側には、案内
片９８（案内手段）が設けられている。案内片９８には、チェーンベルト８５を案内する
ための案内溝９９が設けられている。この案内溝９９内をチェーンベルト８５のローラ８
９が移動することにより、案内片９８は、チェーンベルト８５を直進させることができる
。即ち、案内溝９９は、案内片９８からのチェーンベルト８５のズレを規制する規制手段
としての役割を果たしている。
【００７１】
　図９，図１０に示されるように、電源供給器用復路８２は、電源供給器停止装置８６（
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電源供給器停止手段）を備えている。電源供給器停止装置８６は、電源供給器用復路８２
に沿って移動してきた電源供給器５１を前記電源供給器用往路８１に受け渡す際に、電源
供給器用復路８２上で電源供給器５１を停止させる（詳細は後述）。このため、電源供給
器用往路８１への電源供給器５１の供給が調整される。なお、前記電源供給器搬送手段８
３は常時駆動するように構成されているため、仮に、前記受け渡し手段８４ａの前記連絡
レール９６ａが電源供給器用往路８１の始端側に移動している際に、電源供給器５１が電
源供給器停止装置８６によって停止されずに電源供給器用復路８２上を移動し続けると、
その電源供給器５１は電源供給器用復路８２の終端側から落下してしまう。また、電源供
給器５１が、電源供給器用往路８１の始端付近に多く溜まってしまい、供給過剰となる。
【００７２】
　図９，図１０に示されるように、電源供給器停止装置８６は、ストッパ装置６３（スト
ッパ部材）及び電源供給器用復路センサ６４（ストッパ部材側検出手段）を備えている。
ストッパ装置６３は、電源供給器用復路８２の終端部から数十ｃｍ手前に配置され、電源
供給器用復路センサ６４はストッパ装置６３よりもさらに数ｃｍ手前に配置されている。
ストッパ装置６３は、後述する送り出し装置６６の押出アーム６７よりも後側（搬送終了
位置側）に配置されている。ストッパ装置６３には、ストッパピン６３ａが電源供給器用
復路８２の上方に出没可能に設けられている。ストッパ装置６３は、受け渡し手段８４ａ
の連絡レール９６ａが電源供給器用往路８１の始端側に移動している場合に、ストッパピ
ン６３ａを下側に移動（突出）させるようになっている。これにより、ストッパピン６３
ａが電源供給器５１の移動方向における前部に配置された前記弾性部材５６の先端に接触
して、電源供給器５１が停止する。このとき、チェーンベルト８５は駆動し続けているた
め、複数のローラ８９が回転（被支持板５５の底面に接触しながら回転）することにより
電源供給器５１の前記被支持板５５との間に生じる摩擦力が小さくなる。また、電源供給
器用復路センサ６４は、電源供給器５１の有無を検出するためのものである。具体的には
、ストッパピン６３ａが突出しているときに、電源供給器５１がストッパピン６３ａの手
前で停止しているか否かを検出するためのものである。さらに、前記ガイドレール１００
ａにおける電源供給器用復路８２の終端部付近（連絡レール９６ａの上昇位置）には、連
絡レール９６ａが電源供給器用復路８２の終端側にあるか否かを検出する図示しない連絡
レール用センサ（受け渡し手段用検出手段）が配置されている。また、電源供給器用往路
８１の始端付近（前記回動阻止部材９７ｃより後端（搬送終了位置）側であって、始端か
ら電源供給器５１数個分先の位置）には、電源供給器用往路８１で待機している電源供給
器５１の有無を検出する図示しない電源供給器用往路センサ（往路側検出手段）が配置さ
れている。なお、電源供給器用往路センサが電源供給器５１を例えば５秒以上検出してい
る場合、前記送出器９０ａにて電源供給器用往路８１の始端に送り出された電源供給器５
１が後続の電源供給器５１に順次押し出され、電源供給器用往路８１に多数の電源供給器
５１が停止している状態となっている。
【００７３】
　図９，図１０に示されるように、電源供給器停止装置８６は、連絡レール９６ａへ電源
供給器５１を案内する送り出し装置６６を備えている。送り出し装置６６は、電源供給器
用復路８２の終端部から数ｃｍ手前の位置であって、ストッパ装置６３よりも電源供給器
用復路８２の終端側の位置に設けられている。送り出し装置６６は、電源供給器用復路８
２の幅方向（前後方向）に移動する押出アーム６７と、電源供給器用復路８２が延びる方
向（左右方向）に沿って移動するアーム６８とを備えている。この押出アーム６７が電源
供給器用復路８２側に移動するとともに、アーム６８が受け渡し手段８４ａの連絡レール
９６ａ側に移動することにより、押出アーム６７が電源供給器５１の移動方向における後
部に配置された弾性部材５６の先端に当接して、電源供給器５１が押し出される。その結
果、連絡レール９６ａに電源供給器５１が移動する。
【００７４】
　上記の構成により、電源供給器用復路８２に沿って移動してきた電源供給器５１は、ス
トッパ装置６３のストッパピン６３ａに接触して一旦停止する。このとき、前記チェーン
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ベルト８５は駆動し続けているため、前記複数のローラ８９が前記被支持板５５の底面に
接触しながら回転する。そして、連絡レール用センサによって連絡レール９６ａが検出（
連絡レール９６ａが電源供給器用復路８２の終端に位置）され、電源供給器用往路センサ
によって電源供給器５１が検出されない（電源供給器用往路８１に電源供給器５１が存在
しないまたは少ししか存在しない状態）場合、ストッパピン６３ａが上側に移動する。こ
れにより、規制を解除された電源供給器５１が、電源供給器用復路８２に沿って再び移動
を開始する。そして、電源供給器５１がストッパ装置６３の下方を通過した直後にストッ
パピン６３ａを下側に移動することにより、後続の電源供給器５１を一旦停止させること
が可能となる。なお、電源供給器用復路８２の終端に到達した電源供給器５１は、電源供
給器搬送手段８３の終端であることからその位置で停止した状態となりうるが、送り出し
装置６６の押出アーム６７に押し出されて連絡レール９６ａに搭載される。その後、連絡
レール９６ａが電源供給器用往路８１の始端に移動すると、電源供給器５１は前記送出器
９０ａに押し出されて電源供給器用往路８１に移動する。
【００７５】
　従って、本実施形態によれば以下のような効果を得ることができる。
【００７６】
　（１）本実施形態の遊技機検査装置３１では、電源供給器５１の電源コンセント５２が
パチンコ機１０の電源プラグ２１と接続され、この状態でパチンコ機１０の搬送に伴って
電源供給器用往路８１上を移動する。このため、搬送中のパチンコ機１０に対する電源の
供給が常時可能となる。また、受け渡し手段８４ｂを介して電源供給器用復路８２に導か
れた電源供給器５１は、電源供給器搬送手段８３によって確実に搬送開始位置側（電源供
給器用復路８２の終端）に搬送される。よって、電源供給器搬送手段８３を用いずに電源
供給器５１を電源供給器用復路８２に沿って戻す場合とは異なり、電源供給器５１が電源
供給器用復路８２の途中で止まるおそれがなくなる。このため、電源供給器用復路８２上
に止まった電源供給器５１を作業者が手で戻したりしなくても済むため、作業効率の低下
を防止することができる。
【００７７】
　また、本実施形態の電源供給器５１は、パチンコ機１０が搭載される製造作業台（特許
文献１参照）としての機能を有していない。そのため、製造作業台が電源供給器５１の機
構を兼ね備えた特許文献１に記載の従来技術と比較して、電源供給器５１を小型かつ軽量
にすることができる。ゆえに、大きくて重い製造作業台を搬送開始位置に戻すための大き
な動力が不要になり、電源供給器５１を搬送開始位置側に戻す作業負担を軽減させること
ができる。従って、搬送中のパチンコ機１０に対する電源の供給を常時可能にしつつ、電
源供給器５１を搬送開始位置側に戻す作業を効率良く、確実に行うことができる。
【００７８】
　さらに、電源供給器用復路８２が受け渡し手段８４ａ，８４ｂを有していることにより
、電源供給器用復路８２の終端側に搬送された電源供給器５１を、受け渡し手段８４ａに
よって電源供給器用往路８１の始端側に受け渡すことができる。また、電源供給器用往路
８１の終端側に搬送された電源供給器５１を、受け渡し手段８４ｂによって電源供給器用
復路８２の始端側に受け渡すこともできる。よって、パチンコ機１０の搬送作業や電源供
給器５１を搬送開始位置側に戻す作業をよりいっそう効率良く行うことができる。
【００７９】
　（２）本実施形態の電源供給器用復路８２は、電源供給器用往路８１より上方位置に配
設されるため、電源供給器用復路８２が作業者の邪魔になるのを防止できる。しかも、電
源供給器用復路８２に沿って自走する電源供給器５１がパチンコ機１０に接触して搬送が
邪魔されることもないし、電源供給器５１が搬送開始位置側に戻らなくなることもない。
【００８０】
　（３）本実施形態では、受け渡し手段８４ａから電源供給器用往路８１の始端に電源供
給器５１を送り出す送出器９０ａを有し、受け渡し手段８４ｂから電源供給器用復路８２
の始端に電源供給器５１を送り出す送出器９０ｂを有している。このため、電源供給器５
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１は、電源供給器用往路８１と電源供給器用復路８２との間を確実に移動する。ゆえに、
パチンコ機１０の搬送作業や電源供給器５１を搬送開始位置側に戻す作業をより確実に行
うことができる。
【００８１】
　（４）本実施形態では、電源供給用レール９１の延出部９５の上面は、電源供給器５１
の移動ローラ５４が接触する滑動手段接触面９３となっている。しかも、延出部９５は、
電源供給器５１を下方から支持するようになっている。即ち、延出部９５は、電源供給器
５１を円滑に移動させるための機能に加え、電源供給器５１の落下を防止する機能を有し
ている。よって、電源供給器５１を支持する部材と滑動手段接触面９３を有する部材とを
別々に作らなくても済む。つまり、部品の兼用化によって、遊技機検査装置３１を低コス
トで構成することができる。
【００８２】
　（５）本実施形態では、電源供給器用往路８１における始端搬送開始位置側（始端側）
に、戻り防止部材９７が配設されている。これにより、一度電源供給器用往路８１に送り
出された電源供給器５１が、反対側に戻って電源供給器用往路８１の始端から飛び出さな
くなる。従って、電源供給器５１の落下を防止できる。
【００８３】
　（６）本実施形態では、電源供給器用往路８１は、上側ローラ６２群に対して平行に設
けられ、かつ上側ローラ６２群の後方側に配置されている。そして、作業者は、例えば水
平搬送機構３２に搬送されるパチンコ機１０に対して電源を供給した状態で、主にパチン
コ機１０の前面にある入賞口へ遊技球を入賞させて払い出しの確認を行うようになってい
る。この場合、電源供給器５１が移動する電源供給器用往路８１は、パチンコ機１０の裏
面より後方側に配設されることとなる。ゆえに、パチンコ機１０に設けられた電源プラグ
２１と電源供給器５１とを接続した場合に、電源プラグ２１は、上側ローラ６２群を挟ん
で作業者がいる作業スペースＳ１の反対側に配置されるようになる。よって、作業者にと
って電源プラグ２１が邪魔になりにくくなるため、物を落として電源プラグ２１を破損さ
せにくくなる。また、電源供給器用往路８１が上側ローラ６２群より後方側に配設されて
いるので、電源供給器５１から垂らした電源コード２２が上側ローラ６２群に引っ掛かる
ことを防止できる。
【００８４】
　（７）本実施形態の遊技機検査装置３１では、下側ローラ６１群がパチンコ機１０の底
面１０ａを支持し、上側ローラ６２群がパチンコ機１０の上面１０ｂを支持するようにな
っている。従って、パチンコ機１０を、下側ローラ６１群と上側ローラ６２群とで挟持す
ることにより、パチンコ機１０をしっかりと支持することができる。よって、パチンコ機
１０を安定して搬送可能となる。さらに、パチンコ機１０の搬送時に、下側ローラ６１及
び上側ローラ６２との間に生じる摩擦を少なくすることができる。よって、パチンコ機１
０の搬送をスムーズに行うことができる。また、ローラ６１，６２が回転軸を中心として
回転することから、前記摩擦が少なくなるため、ローラ６１，６２が磨耗しにくくなり、
頻繁なメインテナンスが不要となる。ゆえに、遊技機検査装置３１のランニングコストの
低減を図ることができる。
【００８５】
　なお、本発明の実施形態は以下のように変更してもよい。
【００８６】
　・上記実施形態では、電源供給器５１はチェーンベルト８５によって搬送される、即ち
、他者の力によって搬送されるようになっていた。しかし、電源供給器５１にモータを設
け、モータによって移動ローラ５４を駆動することにより、電源供給器５１を自力で搬送
するものであってもよい。即ち、電源供給器搬送手段は、電源供給器５１とは別に設けら
れていてもよいし、電源供給器５１自身に設けられていてもよい。
【００８７】
　・上記実施形態では、電源供給器５１を支持する支持部材として無端状のチェーンベル
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ト８５が用いられていた。しかし、無端状のタイミングベルトなどを支持部材として用い
てもよい。また、複数のローラなどのような無端状ではない部材を支持部材として用いて
もよい。
【００８８】
　・上記実施形態では、電源供給器５１を搭載した受け渡し手段８４ａ側の連絡レール９
６ａが、電源供給器用往路８１の始端側に移動するようになっていた。そして、送出器９
０ａによって電源供給器５１を押し出すことにより、電源供給器用復路８２から電源供給
器用往路８１への電源供給器５１の受け渡しが行われるようになっていた。しかし、連絡
レール９６ａを、搬送終了位置側の端部（図３において左側の端部）が低くなるように傾
斜させてもよい。このようにすれば、連絡レール９６ａ上の電源供給器５１が重力によっ
て電源供給器用往路８１の始端側に移動することにより、電源供給器用往路８１への電源
供給器５１の受け渡しが行われる。このため、送出器９０ａを省略することもできる。
【００８９】
　・上記実施形態の電源供給器搭載部（連絡レール９６ａ，９６ｂ）は、電源供給器５１
が１台ずつ搭載可能となるように構成されていた。しかし、電源供給器搭載部は、複数台
の電源供給器５１が搭載可能となるように構成されていてもよい。例えば、円盤状をなす
電源供給器搭載部を、鉛直方向に延びる回転軸を中心として回転可能に設け、電源供給器
搭載部上に、複数の電源供給器５１の搭載部を放射状に配置してもよい。このようにした
場合、例えば、電源供給器搭載部が電源供給器用復路８２の終端側に位置している状態で
、電源供給器搭載部を回転させることにより、複数台の電源供給器５１を搭載できる。
【００９０】
　・上記実施形態では、電源供給器５１が電源供給器用往路８１に沿って移動する際に、
移動ローラ５４が滑動手段接触面９３に接触し、電源供給器５１が電源供給器用復路８２
に沿って移動する際に、被支持板５５がチェーンベルト８５のローラ８９に接触して支持
されるようになっていた。しかし、電源供給器５１が電源供給器用復路８２に沿って移動
する際であっても、移動ローラ５４がローラ８９に接触して支持されるようになっていて
もよい。
【００９１】
　・上記実施形態では、電源供給器５１の移動方向における前部及び後部に、それぞれ弾
性部材５６が配置されていた。しかし、電源供給器５１の前部のみまたは後部のみに、弾
性部材５６が配置されていてもよい。
【００９２】
　・上記実施形態では、パチンコ機１０は、下側ローラ６１群と上側ローラ６２群とで挟
持された状態で、搬送されるようになっていた。しかし、パチンコ機１０を搬送台上に搭
載し、その搬送台を複数の下側ローラ６１で支持しながら搬送するようにしてもよい。こ
のようにした場合、パチンコ機１０は搬送台に固定されることで安定する。よって、下側
ローラ６１群及び上側ローラ６２群のうち下側ローラ６１群だけが必須の構成となるため
、パチンコ機１０の上面１０ｂを支持する上側ローラ６２群は特になくてもよい。
【００９３】
　・上記実施形態では、電源供給器５１を移動させる構成を、パチンコ機１０を保持して
搬送する水平搬送機構３２（遊技機搬送機構）を備えた遊技機検査装置３１（遊技機用搬
送装置）に適用していた。しかし、電源供給器５１を移動させる構成を、遊技盤を保持し
て搬送する遊技盤搬送機構を備えた遊技盤用搬送装置に適用してもよい。この場合、遊技
盤用搬送装置の構成は遊技機検査装置３１の構成と基本的に同一でよいが、下側ローラ６
１群と各上側ローラ６２群との離間距離は、遊技盤を挟持できる程度の長さに合わせて短
めに設定される。
【００９４】
　次に、特許請求の範囲に記載された技術的思想のほかに、前述した実施形態によって把
握される技術的思想を以下に列挙する。
【００９５】
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　（１）請求項１乃至９のいずれか１項において、前記受け渡し手段から前記電源供給器
用往路の始端または前記電源供給器用復路の始端に前記電源供給器を送り出す送出器を有
すること。このようにすれば、遊技機または遊技盤の搬送作業や、電源供給器を搬送開始
位置側に戻す作業をより確実に行うことができる。
【００９６】
　（２）請求項６乃至８のいずれか１項において、前記電源供給用レールは、下方にて開
放される断面略コ字状をなすレール本体と、前記レール本体の両下端部からそれぞれ内方
にかつ水平に延出される延出部とから構成されており、前記延出部の上面は前記滑動手段
接触面であり、前記延出部は前記電源供給器を下方から支持すること。このようにすれば
、電源供給器を支持する部材と滑動手段接触面を有する部材とを別々に作らなくても済む
ため、遊技機用搬送装置を低コストで構成することができる。
【００９７】
　（３）請求項１乃至９のいずれか１項において、前記電源供給器の移動方向における前
部及び後部に、それぞれ弾性部材を配置したこと。このようにすれば、電源供給器同士が
衝突した場合の電源供給器の破損を防止できる。
【００９８】
　（４）請求項１乃至９のいずれか１項において、前記受け渡し手段は、前記電源供給器
用復路と前記電源供給器用往路との間を昇降するように構成されるとともに、前記電源供
給器を搭載する電源供給器搭載部を備えていること。
【００９９】
　（５）請求項１乃至９のいずれか１項において、前記電源供給器用往路における搬送開
始位置側に、前記受け渡し手段側から送り出された前記電源供給器が前記受け渡し手段側
に戻ることを防止する戻り防止部材を配設したこと。このようにすれば、戻り防止部材を
配設したことにより、一度電源供給器用往路に送り出された電源供給器が反対側に戻って
電源供給器用往路の始端から飛び出さなくなる。従って、電源供給器の落下を防止できる
。
【０１００】
　（６）請求項２，７，８のいずれか１項において、前記電源供給器用復路の始端及び終
端の少なくとも一方に、前記支持部材を案内する案内手段を設けたこと。このようにすれ
ば、支持部材を好適に案内することができる。
【０１０１】
　（７）請求項１乃至８のいずれか１項において、前記遊技機搬送機構は、前記遊技機の
底面を支持する複数の下側ローラからなる下側ローラ群と、前記下側ローラ群に対して平
行に設けられ、前記遊技機の上面を支持する複数の上側ローラからなる上側ローラ群とを
備え、前記遊技機搬送機構の前面側には作業スペースが設けられ、前記遊技機は、前記上
側ローラ群及び前記下側ローラ群によって前記遊技機の前面が前記作業スペース側を向い
た状態で搬送可能になっており、前記電源供給器用往路は、前記上側ローラ群に対して平
行に設けられ、かつ前記上側ローラ群の後方側に配置されること。この場合、遊技機搬送
機構に沿って搬送される遊技機に対して電源を供給した状態で、作業者は、主に遊技機の
前面にある入賞口へ遊技球を入賞させて払い出しの確認を行う。このとき、遊技機に接続
した電源供給器が移動する電源供給器用往路は、遊技機の裏面より後方側に配設されてい
る。このため、遊技機の裏面に設けられた給電部（電源プラグ）と電源供給器とを接続し
て上側から垂らした場合に、電源プラグは、上側ローラ群を挟んで作業スペースの反対側
にある。よって、作業者にとって電源プラグが邪魔になりにくくなる。従って、物を落と
して電源プラグを破損させにくくなる。また、電源供給器用往路が上側ローラ群より後方
側に配設されているので、電源供給器から垂らした電源コンセントが上側ローラ群に引っ
掛かることを防止できる。
　（８）遊技機を保持するとともに、その保持した遊技機を搬送開始位置から搬送終了位
置まで搬送する遊技機搬送機構と、前記遊技機の給電部に接続され、搬送中の前記遊技機
に電源を供給する電源供給器と、前記電源供給器が前記遊技機の搬送方向に沿って移動可
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能なように該電源供給器を案内するべく、前記遊技機搬送機構に搬送されている前記遊技
機の上面よりも上方位置にて水平に配設されかつ前記遊技機搬送機構に平行に配置された
電源供給器用往路と、前記電源供給器が前記遊技機の搬送方向とは逆方向に移動可能なよ
うに該電源供給器を案内するべく、前記電源供給器用往路よりも上方位置にて水平に設け
られた電源供給器用復路と、前記電源供給器が搭載される電源供給器搭載部をリフトによ
って上下方向に移動させることにより、前記電源供給器用復路と前記電源供給器用往路と
の間で前記電源供給器の受け渡しを行う受け渡し手段とを備え、前記電源供給器用往路は
、前記遊技機の搬送方向に沿って延びる電源供給用レールと、前記電源供給用レールの内
部において長手方向に沿って設けられた電源供給用レール側電極と、滑動手段接触面とを
備え、前記電源供給器は、前記電源供給用レール側電極に接触する電源供給器側電極と、
前記遊技機の前記給電部に接続される電源供給部と、前記滑動手段接触面上を滑動する滑
動手段と、前記電源供給器側電極及び前記滑動手段とは別に設けられた被支持部とを有す
るとともに、前記電源供給部と前記給電部とが接続され、前記電源供給器側電極が前記電
源供給用レール側電極に接触し、前記滑動手段が前記滑動手段接触面に支持されることに
より、前記電源供給器が前記遊技機の搬送に伴って前記電源供給器用往路を移動しながら
前記遊技機に電源を供給しうるように構成され、前記電源供給器用復路は、前記電源供給
器の前記被支持部を支持する支持部材と、前記支持部材を駆動する駆動手段と、前記給電
部と非接続の状態で前記電源供給器が移動し、前記支持部材に前記被支持部が支持された
状態の前記電源供給器を前記電源供給器用復路に沿って前記搬送開始位置側に前記駆動手
段の動力を用いて搬送する電源供給器搬送手段と、を有し、さらに前記電源供給器用復路
を移動してきた前記電源供給器を前記電源供給器用往路に受け渡す際に、前記電源供給器
用復路上で前記電源供給器を停止させて前記電源供給器の前記電源供給器用往路への供給
を調整する電源供給器停止手段を設け、前記受け渡し手段から前記電源供給器用往路の始
端または前記電源供給器用復路の始端に前記電源供給器を送り出す送出器を設け、前記電
源供給器用往路における搬送開始位置側に、前記受け渡し手段側から送り出された前記電
源供給器が前記受け渡し手段側に戻ることを防止する戻り防止部材を設けたことを特徴と
する遊技機用搬送装置。また、本技術的思想において「遊技機」という文言を「遊技盤」
に置換した遊技盤用搬送装置。
【図面の簡単な説明】
【０１０２】
【図１】本実施形態の遊技機検査装置によって検査されるパチンコ機を示す側面図。
【図２】パチンコ機の製造工程の概略を示すフローチャート。
【図３】遊技機検査装置を示す正面図。
【図４】遊技機検査装置を示す側面図。
【図５】電源供給器用往路、電源供給器、戻り防止部材などの構成を示す正面図。
【図６】図５のＡ－Ａ線断面図。
【図７】電源供給器を示す斜視図。
【図８】電源供給器を示す上面図。
【図９】電源供給器用復路、電源供給器、電源供給器停止装置などの構成を示す斜視図。
【図１０】電源供給器用復路、電源供給器、電源供給器停止装置、送り出し装置などの構
成を示す上面図。
【図１１】図１０のＢ－Ｂ線断面図。
【符号の説明】
【０１０３】
１０…遊技機としてのパチンコ機
１０ｂ…パチンコ機の上面
２１…給電部としての電源プラグ
２２…給電部としての電源コード
３１…遊技機用搬送装置としての遊技機検査装置
３２…遊技機搬送機構としての水平搬送機構
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５１…電源供給器
５２…電源供給部としての電源コンセント
５３…電源供給器側電極
５４…滑動手段としての移動ローラ
５５…被支持部としての被支持板
８１…電源供給器用往路
８２…電源供給器用復路
８３…電源供給器搬送手段
８４ａ，８４ｂ…受け渡し手段
８５…支持部材としてのチェーンベルト
８６…電源供給器停止手段としての電源供給器停止装置
８７…無端可撓部材としてのチェーン部
８８…軸部
８９…ローラ
９１…電源供給用レール
９２…電源供給用レール側電極
９３…滑動手段接触面

【図１】 【図２】
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